
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月１回発行　令和 3年10月10日発行）

　十勝管内池田町立利別小学校の 3～ 5年生28人が 9月14日、同町千代田の水田で稲刈りを体験した。当日は、池田土地改良区の組合員
や地元農家ら約20人の協力のもと行われ、 2アールの農地で、もち米「きたゆきもち」を収穫した。 （写真提供：池田町、池田土地改良区）

心地よい秋空のもと稲刈り体験

C O N T E N T S
●「令和2年度決算、3年度補正予算」などを承認
本会臨時総会    ❷

●第7代会長理事に菊地博氏が就任    ❹

●令和4年度北海道農業農村整備事業の概算要求
956億円（前年度比20.1％増）を要求    ❺

●新役員の紹介    ❹
●総括監事に伊藤修二氏が就任    ❹
●本会の尾田会長が退任    ❺
●北海道における水土里ネット女性の会の設立へ
　第 1回　土地改良区委員会    ❻
●北海道土地改良区運営基盤強化協議会を設置
　令和 3年度活動計画等を協議    ❼
●第43回　全国土地改良大会　群馬大会    ❼
　農業農村整備の役割を広く国民にアピール
●施設の維持管理強化に向けてドローンを活用    ❾
●令和 3年度基礎力養成web講座を開講中！    ❾
●令和 4年度新規職員採用について    ❾
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「
必
要
な
予
算
の
確
保
に
適
切
に
対
応
」

尾
田
会
長
が
挨
拶
で

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
尾
田
則
幸
会
長

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
警
戒
が

続
い
て
い
る
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
本
総
会

へ
の
出
席
に
お
礼
を
述
べ
た
後
、
国
費
予
算

を
め
ぐ
る
情
勢
に
触
れ
、「
農
業
農
村
整
備
事

業
関
係
予
算
の
総
額
は
、
全
国
ベ
ー
ス
で
、

対
前
年
比
１
１
８
・
４
％
の
５
２
６
３
億
円

と
な
り
、
北
海
道
分
の
農
業
農
村
整
備
事
業

費
は
、
１
２
０
・
１
％
の
９
５
６
億
円
と
、

全
国
を
上
回
る
伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
、
北

海
道
に
対
し
、
配
慮
い
た
だ
い
た
と
考
え
て

い
る
。
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
予
算
の
概

算
決
定
に
向
け
て
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
」
と
述
べ
、
会
員
団
体

の
一
層
の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
北
海
土
地
改
良
区
理
事
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
土
地
連
会
長
理
事
を
退
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
平
成
30
年
５
月
に
会

長
に
就
任
以
来
、３
年
４
ヶ
月
の
間
、会
員
、

関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
、
務

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
北
海
道
が
我
が
国
最

大
の
食
料
供
給
地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
礎
と
な
る
農
業

生
産
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
が
不
可
欠
で
あ

り
、
土
地
連
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
、
期
待
は

今
後
益
々
大
き
く
な
る
。
今
後
も
、
新
会
長

の
下
、
土
地
連
が
更
な
る
役
割
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会

長
会
議
顧
問
の
進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
、

道
開
発
局
農
業
水
産
部
の
細
井
俊
宏
部
長
、

道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
芳
賀
是
則
局
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
本
会
事
業
の
取
組
と
農
業
農

村
整
備
の
円
滑
な
推
進
、
地
域
農
業
の
振

興
・
発
展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

議
事
で
は
、
恵
庭
土
地
改
良
区
の
大
滝
崇

夫
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
土
地
改
良
事

業
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
や
援
助
・
協

力
、
土
地
改
良
事
業
関
係
の
金
融
改
善
な
ど

の
令
和
２
年
度
事
業
報
告
と
そ
れ
に
基
づ
く

63
億
８
千
２
百
万
円
の
収
支
決
算
、
当
期
一

般
正
味
財
産
２
億
１
千
８
百
万
円
増
と
な
る

財
務
諸
表
お
よ
び
、
５
億
８
千
万
円
を
追
加

計
上
す
る
３
年
度
補
正
予
算
を
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
ほ
か
、
土
地
改
良
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
に
よ
る
議
事
録
の
押
印
不
要
な
ど

に
伴
う
定
款
、
規
約
の
変
更
な
ど
を
承
認
し

た
。

　

ま
た
、
理
事
及
び
監
事
の
欠
員
に
伴
う
補

欠
選
任
で
は
、
理
事
に
空
知
支
部
か
ら
菊
地

氏
、
上
川
支
部
か
ら
佐
々
木
氏
、
十
勝
支
部

か
ら
西
保
氏
、
監
事
に
空
知
支
部
か
ら
阪
口

氏
、
上
川
支
部
か
ら
吉
田
氏
を
選
任
し
た
。

　

最
後
に
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等

を
求
め
る
決
議
で
、「
農
業
農
村
整
備
事
業

関
係
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算
総

額
と
新
規
採
択
枠
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど

６
項
目
の
要
望
事
項
を
芦
別
市
土
地
改
良
区

の
中
住
昭
理
事
長
が
朗
読
し
、
満
場
一
致
で

採
択
。
実
現
に
向
け
て
総
力
を
結
集
し
た
。

「令和２年度決算、３年度補正予算」などを承認
　

本
会
は
９
月
14
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
令
和
３
年
度
臨
時
総
会

を
開
い
た
＝
写
真
。
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
を
提
案
ど
お
り
承
認
し
た
ほ
か
、
役
員
の
補
欠
選
任
で

は
、
理
事
に
菊
地
博
氏
（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）、
佐
々
木

辰
善
氏
（
大
雪
土
地
改
良
区
理
事
長
）、
西
保
明
裕
氏
（
帯
広
市
土
地

改
良
区
理
事
長
）
の
３
氏
、
監
事
に
、
阪
口
徳
幸
氏
（
新
十
津
川
土
地

改
良
区
理
事
長
）、吉
田
幸
男
氏
（
空
知
川
上
流
土
地
改
良
区
理
事
長
）

の
２
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

本会臨時総会
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　北海道の農業は、積雪寒冷な気象など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と農業生産基盤整
備の積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、我が国の食料の
安定供給に重要な役割を担ってきた。

　しかしながら、近年、農村地域の高齢化の進行や人口減少、国際化の進展、さらには、大規模な自
然災害の相次ぐ発生や新型コロナウイルスを契機とした生産・消費の変化など、我が国の食料・農業・
農村をめぐる情勢は大きく変化している。

　このような中で、国は、本年 3月に「新たな土地改良長期計画」を閣議決定し、農業の成長産業化
や農業・農村の強靭化に向けた農業農村整備事業を計画的かつ効果的に実施するとともに、 5月には、
「みどりの食料システム戦略」を策定し、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立の実現に向けて、
環境負荷軽減やスマート技術の推進などの具体的な政策を打ち出すこととしている。

　大規模で専業的な農業が展開されている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への安全・安心
な食料の安定供給に一層貢献していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の
推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎
となる農地の大区画化や排水改良、農業水利施設の整備・保全などの着実な推進が不可欠である。

　よって、我々は、現下の農業・農村をめぐる状況を踏まえ、次の事項を総意として決議し、その実
現が図られるよう強く国に要望する。

記

一 、国際化の進展に対応した力強い農業の展開や、スマート農業の加速化に向けて、農地や農業水利
施設、農道の整備・保全など、多様な地域のニーズを踏まえた生産基盤整備の計画的な推進に必要
な当初予算をはじめとした予算総額と新規採択枠を確保すること

一 、農業水利施設の長寿命化・耐震化やICTなどの新技術を活用した戦略的な保全管理、集中豪雨によ
る洪水・湛水被害防止対策など、農業・農村の強靭化対策を着実に推進すること

一 、農業用ダムや水田などの雨水貯留機能を活用した流域治水の取組を推進するとともに、関係する
施設等の管理者の過度の負担とならないよう配慮すること

一 、改正土地改良法に基づき作成する貸借対照表の効果的な活用など、土地改良区の運営基盤の強化
に資する支援の充実を図ること

一 、農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維持で
きるよう、多面的機能支払及び中山間地域等直接支払に必要な予算を確保するとともに、地方負担
に対して十分な財政措置を講じること

一 、TPP11や日EU・EPA、日米貿易協定などの国際化が進展する中、本道農業・農村が持続的に発展
するよう、引き続き、「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づき、万全な対策を講じること

　右決議する。

　　　　令和３年９月14日
北海道土地改良事業団体連合会　令和３年度臨時総会

決　　　議
農業農村整備事業の推進等を求める
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菊地　博氏

第7代会長理事に

（ながぬま土地改良区理事長） が就任
　

本
会
は
、
令
和
３
年
度
臨
時
総
会
終
了
後
、
理
事
22
名

に
よ
る
会
長
理
事
の
互
選
を
行
い
、
菊
地
博
氏
（
な
が
ぬ

ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
選
任
さ
れ
、
９
月
19
日
付
で

第
７
代
会
長
理
事
に
就
任
し
た
。

　

菊
地
会
長
は
、
平
成
７
年
に
合
併
前
の
長
沼
土
地
改
良

区
理
事
長
に
、
平
成
22
年
の
合
併
後
も
引
き
続
き
理
事
長

に
就
任
。
平
成
27
年
に
本
会
監
事
に
就
任
以
来
、
本
会
総

括
監
事
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
副
委
員
長
の
要
職

に
就
き
、
本
会
の
会
務
運
営
と
、
地
域
は
も
と
よ
り
全
道

的
な
視
点
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
て

き
た
。

　

互
選
会
終
了
後
、
就
任
挨
拶
に
立
っ
た
菊
地
会
長
は

「
会
員
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
会
務
運
営
、
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
、
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

　

９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
臨
時
総
会

で
役
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
理
事
に
菊

地
氏
と
、
佐
々
木
辰
善
氏
（
大
雪
土
地
改
良

区
理
事
長
）、
西
保
明
裕
氏
（
帯
広
市
土
地

改
良
区
理
事
長
）
が
就
任
。
監
事
に
阪
口
徳

幸
氏
（
新
十
津
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）、

吉
田
幸
男
氏
（
空
知
川
上
流
土
地
改
良
区
理

事
長
）
が
就
任
し
た
。
就
任
日
は
、
佐
々

木
、
西
保
両
理
事
と
、
吉
田
監
事
が
９
月
14

日
付
、
阪
口
監
事
が
９
月
19
日
付
。
新
た
に

就
任
し
た
会
長
理
事
以
外
の
役
員
は
次
の
通

り
。

　

令
和
３
年
度
臨
時
総
会
終
了
後
、
総
括

監
事
の
互
選
を
行
い
、
伊
藤
修
二
氏
（
石

狩
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
９
月
19
日
付

で
就
任
し
た
。

　

伊
藤
総
括
監
事
は
、
平
成
13
年
に
合
併

前
の
北
生
振
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任

し
、
平
成
30
年
に
本

会
監
事
に
就
任
。
以

来
、
本
会
の
会
務
運

営
に
尽
力
し
て
き
た
。

会長理事　菊地　　博
（ながぬま土地改良区理事長）

新
役
員
の
紹
介

　

佐
々
木
氏
は
、令
和
２
年
大
雪
土
地
改
良
区
理
事
長
、

令
和
３
年
に
本
会
上
川
副
支
部
長
に
就
任
。

　

阪
口
氏
は
、
平
成
30
年
に
新
十
津
川
土
地
改
良
区
理

事
長
、令
和
３
年
に
本
会
石
狩
支
部
副
支
部
長
に
就
任
。

　

西
保
氏
は
、令
和
３
年
帯
広
市
土
地
改
良
区
理
事
長
、

令
和
３
年
に
本
会
十
勝
支
部
副
支
部
長
に
就
任
。

　

吉
田
氏
は
、
平
成
25
年
に
空
知
川
上
流
土
地
改
良
区

理
事
長
、
令
和
３
年
に
本
会
上
川
支
部
理
事
に
就
任
。

理事

佐々木　辰善
（大雪土地改良区
理事長）

監事

阪口　徳幸
（新十津川土地改良区
理事長）

理事

西保　明裕
（帯広市土地改良区
理事長）

監事

吉田　幸男
（空知川上流土地改良区
理事長）

総
括
監
事
に

伊
藤　

修
二
氏
が
就
任
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農業農村整備事業予算の推移（北海道分）

　

尾
田
会
長

は
、
平
成
25

年
９
月
に
北

海
土
地
改
良

区
理
事
長
に

就
任
。
以
来
、

地
域
の
農
業

生
産
基
盤
の

整
備
と
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
に
務

め
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
を
は
じ
め

各
種
土
地
改
良
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

た
。
平
成
26
年
３
月
か
ら
本
会
理
事
に
就

任
。
以
来
、
本
会
管
理
運
営
体
制
強
化
委

員
会
委
員
長
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
副
委
員
長
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
平
成

30
年
５
月
か
ら
は
会
長
理
事
と
し
て
３
年

４
ヶ
月
に
わ
た
り
本
会
の
会
務
運
営
と
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
農
業
農
村
整
備
事
業
国
費
予

算
の
確
保
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
に
は
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
農
業
被
害
の

復
旧
な
ど
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
土
地
改
良
事
業

功
績
者
表
彰
で
令
和
元
年
に
農
林
水
産
省

農
村
振
興
局
長
表
彰
、
本
年
、
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

本
会
の
尾
田
会
長
が
退
任

３
年
４
ヶ
月
に
わ
た
り

 

会
務
運
営
に
尽
力

９
５
６
億
円（
前
年
度
比
20・１
％
増
）を
要
求

令
和
４
年
度
北
海
道
農
業
農
村
整
備
事
業
の
概
算
要
求

農
業
農
村
整
備
、農
地
集
積
・
集
約
化
、担
い
手
確
保
・
経
営
継
承
の
推
進

　

農
林
水
産
省
は
８
月
24
日
、
令
和
４
年
度

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
を
ま
と
め
た
。
農

業
農
村
整
備
関
係
予
算
の
総
額
は
、
３
年
度

当
初
予
算
比
18
・
４
％
増
の
５
２
６
３
億
円

を
要
求
。
農
業
農
村
整
備
事
業
と
し
て
、
同

比
18
・
４
％
増
の
３
９
４
６
億
円
、
農
山
漁

村
地
域
整
備
交
付
金
の
う
ち
農
業
農
村
整
備

分
と
し
て
、
同
比
16
・
５
％
増
の
６
９
３
億

円
な
ど
を
計
上
し
た
。

　

北
海
道
分
の
農
業
農
村
整
備
事
業
要
求
額

は
、
同
比
20
・
１
％
増
の
９
５
６
億
円
。
ま

た
、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
で
は
、
農

業
、
水
産
、
林
務
の
合
計
で
同
比
16
・
５
％

増
の
１
０
９
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
に
係
る
経
費
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え
た
農
林
水
産
分

野
に
お
け
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成

過
程
で
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、
今
後
の
情
勢
を
注
視
し

つ
つ
12
月
末
の
概
算
決
定
に
向
け
て
、
農
業

農
村
整
備
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
必
要
な
予

算
が
確
保
で
き
る
よ
う
的
確
な
対
応
を
行
っ

て
い
く
。

　

農
水
省
農
村
振
興
局
で
は
、
農
業
農
村
整

備
事
業
の
柱
を
農
業
競
争
力
強
化
対
策
と
国

土
強
靭
化
対
策
と
し
て
、
①
農
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
農
業
生
産
基
盤
整
備
②
農
業

水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
、
防
災
・

減
災
対
策
③
農
村
整
備
―
を
掲
げ
て
い
る
。

　

①
で
は
、
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化
・

畑
地
化
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
の
基

盤
整
備
を
実
施
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

連
携
し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
農
業
の

高
付
加
価
値
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
等
に
よ
り
、
新

た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
を
推

進
。②
で
は
、農
業
水
利
施
設
の
更
新
・
長
寿

命
化
、
省
エ
ネ
化
・
再
エ
ネ
利
用
、
農
地
の

湛
水
防
止
対
策
、
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対

策
、
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
等

を
推
進
。③
で
は
、集
落
排
水
施
設
や
農
道
、

地
域
資
源
利
活
用
施
設
の
整
備
を
推
進
―
と

し
て
い
る
。

競
争
力
強
化
・
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
農
業
農
村
整
備
の

計
画
的
な
推
進
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農林水産予算概算要求の概要

2  農山漁村地域整備交付金             　　（単位：億円、％）
年 度

区 分
３ 年 度
予 算 額

４年度 要求・要望額
対前年度比

全　国
（うち農業農村整備）

807　
（595）

940　
（693）

116.5
（116.5）

北海道 94 109 116.5
※　農山漁村地域整備交付金は補助のみ
※　計数は農業農村整備、森林整備、水産基盤整備を合わせた金額

3  【非公共】農地耕作条件改善事業案 　　（単位：億円、％）
年 度

区 分
３ 年 度
予 算 額

４年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 518 625 120.6
北海道 36 未定 ―

※　 農地耕作条件改善事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業、農山漁村振
興交付金（NN分）を含む

※　北海道の３年度予算額は、４月までに配分された金額
※　現地点で、北海道への４年度 要求・要望額の配分額は未定

■ 農業農村整備関係予算の総額     　　 （単位：億円、％）
年 度

区 分
３ 年 度
予 算 額

４年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 4,445 5,263 118.4
○計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
○デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。

1  農業農村整備事業　　　　　　　　　 （単位：億円、％）
年 度

区 分
３ 年 度
予 算 額

４年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 3,333 3,946 118.4
北海道 796 956 120.1

※　計数は直轄事業と補助事業を合わせた金額

　

４
年
度
国
営
事
業
の
北
海
道
に
お
け
る
新

規
着
手
地
区
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
４

地
区
を
要
求
。
ま
た
、
調
査
着
手
地
区
と
し

３
地
区
を
要
求
し
て
い
る
。

■
事
業
着
手
要
求
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
４
地
区

▽
神
竜
二
期
＝
旭
川
市
・
深
川
市
・
秩
父
別
町

▽
篠
津
運
河
中
流
＝
江
別
市
・
当
別
町
・
新

篠
津
村

▽
十
勝
川
左
岸
二
期
＝
音
更
町
・
清
水
町
・

芽
室
町

▽
斜
里
飽
寒
別
＝
斜
里
町

■
調
査
着
手
要
求
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
２
地
区

▽
漁
川
右
岸
＝
恵
庭
市
、
千
歳
市

▽
北
斗
＝
北
斗
市

【
国
営
農
用
地
再
編
整
備
】
１
地
区

▽
富
良
野
南
富
＝
富
良
野
市
、
南
富
良
野
町

事
業
着
手
４
地
区
を
要
求

北
海
道
に
お
け
る
水
土
里
ネ
ッ
ト

女
性
の
会
の
設
立
へ

国
費
予
算
な
ど
を
情
報
提
供

第
１
回
土
地
改
良
区
委
員
会

　

本
会
は
９
月
30
日
、
令
和
３
年
度
第
１
回

土
地
改
良
区
委
員
会
（
委
員
長
＝
河
村
康

英
・
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）
を
開

い
た
＝
写
真
。
令
和
４
年
度
農
業
農
村
整
備

事
業
に
関
わ
る
国
費
予
算
の
概
要
等
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
た
ほ
か
、
水
土
里
ネ
ッ
ト

女
性
の
会
の
設
立
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
委
員
９
名
の
ほ
か
、
本
会

の
菊
地
博
会
長
、
加
藤
聡
専
務
、
本
間
勤
常

務
、
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業
施
設
管
理

課
の
川
畑
恭
章
指
導
管
理
担
当
課
長
、
澁
木

圭
介
課
長
補
佐
が
出
席
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
菊
地
会
長
は
「
９

月
19
日
付
で
土
地
連
会
長
を
拝
命
し
た
。

前
・
尾
田
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
会
員
の

共
同
利
益
の
増
進
と
負
託
に
応
え
る
た
め
、

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
会

の
会
務
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員
の
皆
様
に
は
、
農
業
農
村
整
備
の
計
画

的
な
推
進
や
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
の
強

化
等
に
向
け
、
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

  

次
い
で
、
河
村
委
員
長
は
令
和
４
年
度
国

費
予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て
、「
北
海
道
分
の

農
業
農
村
整
備
事
業
費
は
、１
２
０
・
１
％
の

要
求
と
、
全
国
を
上
回
る
伸
び
率
と
な
っ
て

お
り
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
と
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と

述
べ
、
予
算
確
保
に
向
け
た
、
引
き
続
き
の

支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

  

続
い
て
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長

１
名
に
つ
い
て
互
選
が
行
わ
れ
、
榎
本
好
男

委
員
（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
）

が
選
任
さ
れ
、
就
任
し
た
。
榎
本
副
委
員
長

は
挨
拶
に
立
ち
、
今
後
の
委
員
会
運
営
に
対

す
る
協
力
を
求
め
た
。

　

議
事
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
水
土
里

ネ
ッ
ト
女
性
の
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
全
国
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に
お
け
る
設
立
状
況
等
を
提
示
し
、
活
動
内

容
や
設
立
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

協
議
を
行
い
、
年
度
内
に
設
立
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

ま
た
、
道
か
ら
令
和
４
年
度
の
農
業
農
村

整
備
事
業
関
係
予
算
の
概
要
と
、
新
た
に
設

立
さ
れ
た
北
海
道
土
地
改
良
区
運
営
基
盤
強

化
協
議
会
に
つ
い
て
情
報
提
供
さ
れ
た
ほ

か
、
土
地
改
良
区
の
財
務
管
理
強
化
対
策
と

し
て
、
複
式
簿
記
会
計
導
入
に
向
け
た
巡
回

指
導
の
実
施
状
況
等
や
、
土
地
改
良
区
指
導

監
査
の
令
和
４
年
度
実
施
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
、
資
産
評
価
デ
ー
タ
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

当
日
出
席
し
た
委
員
長
、
副
委
員
長
以
外

の
委
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

（
委
員
）

▽
古
谷
陽
一
（
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
理
事

長
）
▽
横
井
信
一
（
深
川
同
）
▽
佐
々
木
辰

善
（
大
雪
同
）
▽
酒
井
誠
一
（
狩
場
利
別
同
）

▽
阿
部
修
一
（
安
平
町
同
）
▽
西
保
明
裕
（
帯

広
市
同
）
▽
荒
木
俊
彦
（
オ
ロ
ロ
ン
同
）

　

農
林
水
産
省
、
北
海
道
、
本
会
で
構
成
す

る
北
海
道
土
地
改
良
区
運
営
基
盤
強
化
協
議

会
が
、
７
月
29
日
に
設
置
さ
れ
、
同
日
、
第

１
回
協
議
会
を
開
い
た
。

　

本
協
議
会
は
、
本
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
」
に
基

づ
き
、
土
地
改
良
区
の
運
営
体
制
の
強
化
に

向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
北
海
道
農
政
部

農
業
施
設
管
理
課
が
事
務
局
と
な
り
設
置
。

　

会
議
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
開
催
し
、
挨
拶

に
た
っ
た
道
農
政
部
の
川
畑
指
導
管
理
担
当

課
長
は
「
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
や
更

新
を
的
確
に
行
う
た
め
、
道
、
国
、
土
地
連
、

市
町
村
が
連
携
協
力
し
て
土
地
改
良
区
の
支

援
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
、

協
力
を
求
め
た
。

　

議
事
で
は
、
本
協
議
会
会
則
、
令
和
３
年

度
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
。
活
動
計
画
で

は
、
複
式
簿
記
の
推
進
、
期
末
一
括
仕
訳
、

女
性
理
事
登
用
推
進
の
指
導
・
助
言
な
ど
、

改
良
区
の
運
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
支
援

や
、
男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
取
組
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　　

本
協
議
会
の
構
成
員
は
次
の
と
お
り
。

（
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
）
土
地
改
良
企

画
課
課
長
補
佐
、
同
課
組
織
企
画
係
長

（
北
海
道
農
政
部
）
農
業
施
設
管
理
課
指
導

管
理
担
当
課
長

（
本
会
）
参
与
、
参
事
、
総
務
企
画
部
長

北
海
道
土
地
改
良
区
運
営
基
盤

強
化
協
議
会
を
設
置

令
和
３
年
度
活
動
計
画
等
を
協
議

全
国
土
地
改
良
大
会

 

群
馬
大
会

第
43
回

農
業
農
村
整
備
の
役
割
を

 

広
く
国
民
に
ア
ピ
ー
ル

　

農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
い
く
た
め

に
、
土
地
改
良
事
業
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
水

土
里
ネ
ッ
ト
が
目
指
す
道
し
る
べ
に
つ
い
て

語
り
合
う
場
と
し
て
、「
鶴
舞
う
形 

群
馬
の

大
地 

水
土
里
の
未
来
へ 

こ
こ
か
ら
羽
ば
た

い
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
43
回
全
国
土

地
改
良
大
会
が
10
月
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

　

土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰
で
は
、
本
道

か
ら
の
尾
田
則
幸
前
会
長
を
は
じ
め
３
氏
が

受
賞
。
ま
た
、
来
年
の
大
会
が
沖
縄
県
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
大
会
旗
が

引
き
継
が
れ
た
。

　

今
大
会
は
全
国
水

土
里
ネ
ッ
ト
と
水
土

里
ネ
ッ
ト
群
馬
が
主

催
し
、
農
水
省
、
群

馬
県
等
が
後
援
。

　

開
会
で
は
、
は
じ
め
に
開
催
県
の
水
土
里

ネ
ッ
ト
群
馬
の
熊
川
栄
会
長
、
主
催
者
の
全

国
水
土
里
ネ
ッ
ト
二
階
俊
博
会
長
か
ら
挨
拶

が
さ
れ
、
続
い
て
、
大
会
を
後
援
し
た
群
馬

県
の
山
本
一
太
知
事
、
高
崎
市
の
富
岡
賢
治

市
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
、
そ
し
て
、
農
林

水
産
省
の
金
子
原
二
郎
大
臣
（
代
読
）、
群

馬
県
選
出
の
小
渕
優
子
衆
議
院
議
員
、
全
国

水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧
問
の
宮
崎
雅
夫

参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰
で
は
、
農
林

水
産
大
臣
表
彰
６
名
、
農
林
水
産
省
農
村
振

興
局
長
表
彰
16
名
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
長
表
彰
45
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
本
道
か
ら
は
尾
田
則
幸
氏
（
本
会 

前

会
長
理
事
）
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
、
曽
根

興
三
氏
（
別
海
町
長
）
が
農
林
水
産
省
農
村

振
興
局
長
表
彰
、
古
谷
陽
一
氏
（
篠
津
中
央

土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
全
国
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
長
表
彰
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
農
水
省
農
村
振
興
局
の

安
部
伸
治
次
長
、
講
演
で
は
、
全
国
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧
問
の
進
藤
金
日
子
参
議

院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
土
地
改
良
を
め
ぐ
る
動

き
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
、
群
馬
県
立
吾
妻
中
央
高
等

学
校
の
關
空
翔
さ
ん
と
黒
岩
梓
紗
さ
ん
が
朗

読
。「
私
た
ち
に
は
今
あ
る
美
し
い
農
村
を

守
っ
て
い
く
義
務
が
あ
る
。
先
人
達
か
ら
引

き
継
い
だ
「
水
・
土
・
里
」
の
農
村
の
宝

を
、
後
世
に
も
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い

く
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
次
期
大
会
が
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
大
会
旗

の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。
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　私たちが住む群馬県は、大空を舞う鶴の形に似ていることから「鶴舞う形の群馬県」として広く県
民に親しまれてきました。赤城山・榛名山・妙義山の上毛三山を始めとする雄大な山々から発した水は、
流域面積日本最大の「坂東太郎」の異名を持つ利根川に集まり、関東平野を潤しています。
　豊富な水、標高差のある大地、長い日照時間などの豊かな自然により、キャベツ・ナス・キュウリ・
ホウレンソウ・コンニャクなどの野菜、リンゴ・梨などの果樹、上州牛・上州麦豚といったブランド肉、
本州一の生産量を誇る小麦など、一年を通じ多彩で多様な農畜産物が生産されています。
　いま、全国の農村では、都市に先駆け高齢化や人口減少が進み、農地、農業用水等の管理や、営農
の継続が困難になるなどの課題に直面しています。また、令和に入ってからの、元年の東日本台風を
始め、 2年・ 3年の豪雨など、大きな災害が相次いでいます。そしてパンデミックとなった新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、経済、社会、人々の生命や生活が脅かされ、食料安全保障の確立が
強く求められています。
　一方、令和 3年 3 月に新しい時代に向け、新たな土地改良長期計画が閣議決定され、生産基盤の強
化による農業の成長産業化、地方移住など農村に人が住み続けるための条件整備、そして頻発化・激
甚化する災害に対応した、排水施設整備やため池の防災対策による農業・農村の強靭化を目標とし、「み
どりの食料システム戦略」を踏まえ、持続的に発展する農業と多様な人が住み続けられる農村の実現
を目指しています。
　私たち上州人は、昔から仲間達と糸をつむぎ、鶴舞う形のこの大地を耕してきました。
私たちには、今ある美しい農村を守っていく義務があります。
先人達から引き継いだ「水・土・里」の農村の宝を、後世にもしっかり引き継いでいきます。
　本日は、全国の仲間と共に歴史をつむぎ、新しい時代の土地改良へ向け進んでいくことを、「鶴舞う
形 群馬の大地 水土里の未来へここから羽ばたいて」のスローガンのもと、ここ上州の地、群馬から高
らかに宣言します。

　　　　令和 3年10月 6 日
第43回全国土地改良大会　（群馬大会）

大　会　宣　言

　

第
43
回
全
国
土
地
改
良
大
会
式
典
の
席
上

に
て
行
わ
れ
た
土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰

で
、
本
道
か
ら
、
尾
田
則
幸
前
会
長
が
農
林

水
産
大
臣
表
彰
、
根
室
管
内
別
海
町
長
の
曽

根
興
三
氏
が
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
表

彰
、
石
狩
管
内
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
理
事

長
の
古
谷
陽
一
氏
が
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

尾
田
氏
は
、
平

成
25
年
９
月
に
北

海
土
地
改
良
区
理

事
長
に
就
任
。
以

来
、
地
域
の
農
業

生
産
基
盤
の
整
備

と
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
に
務
め
、
国

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
を
は
じ
め
各
種
土
地

改
良
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
国
営
事

業
で
は
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
幌
向
川
二

期
」
地
区
、
農
地
再
編
整
備
事
業
「
美
唄
」

地
区
ほ
か
、
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
で
は
、
33
地
区
、
６
，１
９
０
ｈ
ａ
に
及

ぶ
農
地
の
区
画
整
理
（
大
区
画
化
）
や
用
排

水
改
良
等
の
整
備
を
推
進
し
、
地
域
農
業
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
。
平
成

26
年
３
月
か
ら
本
会
理
事
、
30
年
か
ら
は
本

会
会
長
理
事
に
就
任
し
、
全
道
的
な
立
場
か

ら
本
道
の
農
業
･
農
村
の
発
展
の
た
め
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

曽
根
氏
は
、
平

成
28
年
６
月
に
別

海
町
長
に
就
任
。

以
来
、
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
別

海
西
部
地
区
、
同

別
海
北
部
地
区
を
は
じ
め
、
各
種
農
業
農
村

整
備
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
農
業
生

産
力
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
型
直
接

支
払
制
度
を
積
極
的
に
活
用
。
活
動
計
画
に

基
づ
く
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
実
施
し
、
国

土
保
全
と
自
立
的
な
質
の
高
い
地
域
活
動
を

定
着
さ
せ
、
地
域
農
業
・
農
村
の
振
興
発
展

に
寄
与
し
た
。
平
成
28
年
８
月
か
ら
本
会
理

事
に
就
任
し
、
全
道
的
な
立
場
か
ら
本
道
の

農
業
･
農
村
の
発
展
の
た
め
農
業
農
村
整
備

事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

尾
田
前
会
長
が

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

受
賞

曽
根
氏
が
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
表
彰

古
谷
氏
が
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
表
彰
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古
谷
氏
は
、
平

成
26
年
４
月
に
篠

津
中
央
土
地
改
良

区
理
事
長
に
就

任
。
地
域
の
農
業

生
産
基
盤
の
整
備

と
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
に
努
め
て
い

る
。
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
篠
津
中
央

二
期
」
地
区
を
は
じ
め
、
道
営
の
各
種
事
業

で
は
、
16
地
区
、
３
，５
３
６
ｈ
ａ
に
及
ぶ

農
地
の
区
画
整
理
（
大
区
画
化
）
や
用
排
水

改
良
等
の
地
域
農
業
の
発
展
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
て
い
る
。
平
成
31
年
４
月
か
ら
本
会

理
事
、
石
狩
支
部
長
に
就
任
し
、
全
道
的
な

立
場
か
ら
本
道
の
農
業
･
農
村
の
発
展
の
た

め
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

施
設
の
維
持
管
理
強
化
に

向
け
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

　

国
は
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
農
業
水
利

施
設
の
維
持
管
理
強
化
を
図
る
た
め
、
令
和

３
年
度
に
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
高
度
利
用

推
進
事
業
」
を
創
設
。
同
事
業
は
、
農
業
水

利
施
設
の
日
常
管
理
に
ド
ロ
ー
ン
等
の
新
技

術
を
活
用
し
て
、
撮
影
し
た
デ
ー
タ
等
を
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
蓄
積
・
共
有
を
行
い
、

施
設
管
理
の
省
力
化
・
高
度
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

  
本
道
に
お
い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体

と
な
り
、
北
海
土
地
改
良
区
の
協
力
の
も
と

に
、
ダ
ム
の
土
砂
堆
積
状
況
や
開
水
路
の
施

設
変
状
等
の
調
査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本

会
で
は
、
こ
れ
ら
調
査
や
地
図
情
報
シ
ス
テ

ム
へ
デ
ー
タ
登
録
等
の
作
業
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

  

本
会
と
し
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
の
被
災
調
査
や
現
地
測
量

等
に
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
農

業
水
利
施
設
の
日
常
管
理
に
も
有
効
な
手
段

に
な
る
も
の
と
考
え
、
撮
影
デ
ー
タ
と
地
上

測
量
と
の
精
度
や
効
率
等
の
比
較
検
証
を
進

め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
運
用
に
向
け
て
撮

影
目
的
に
応
じ
た
飛
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度 

基
礎
力
養
成

w
e
b
講
座
を
開
講
中
！

令和４年度新規職員採用について

  

会
員
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
「
農
業
土
木
技
術
者
育
成
講
座
」

に
加
え
、
技
術
者
に
必
要
な
基
礎
力
の
向

上
を
目
的
と
す
る
「
基
礎
力
養
成
w
e
b

講
座
」
を
10
月
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

w
e
b
講
座
で
は
、「
実
務
に
役
立
つ
水
利

計
算
の
基
礎
演
習
」
を
左
記
の
通
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
管
水
路（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）の
水
利
計
算

　

・
10
月
29
日
（
金
）

　

・
11
月
５
日
（
金
）

●
開
水
路
の
水
利
計
算

　

・
11
月
12
日
（
金
）

　

・
11
月
26
日
（
金
）

　

 

・
12
月
３
日
（
金
）

●
オ
リ
フ
ィ
ス
、
せ
き
（
堰
）、
ゲ
ー
ト
の

　

水
利
計
算

　

 

・
12
月
10
日
（
金
）

●
非
定
常
流

　
 

・
12
月
24
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　

事
業
部　

事
業
管
理
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
０
６
）８
０
２
６

◆募集職種　技術職（一般土木、農業土木等）

◆求める人材
　　　　○新卒採用
　　　　　　　令和 4 年 3 月31日に大学・専門学校・高校卒業見込みの方
　　　　○職務経験がある方（経験者）
　　　　　　　年齢不問、土木施工管理、土木設計の経験がある方
　　　　○職務経験がある方（未経験者）
　　　　　　　30歳未満の方、土木系（農業土木、一般土木）を専攻した方

詳細は本会総務企画部総務課（TEL 011-221-2292）までお問い合わせください。

（令和 3年10月10日現在）
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